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抄録：甫守謹吾は，明治後期から数多くの礼法書を輩出した礼法教育者であり，早くから
礼法書に図書館を取り上げた人物である。本論文は，甫守の手による礼法書を分析するこ
とによって，甫守が礼法書を通じて図書館マナー教育に果たした役割について考察するこ
とを目的とする。また，甫守による礼法書における図書館に関する記述の変化を明らかに
する。  
 その結果，甫守は図書館に関する記述のある礼法書を最も多く編著しただけでなく，礼
法書に最も早く図書館をとりあげたことが明らかになった。量的・先見的双方において，
礼法書を通じた図書館マナーの教育に大きな役割を果たしたものと考えられる。 
 また，甫守による礼法書における図書館に関する記述を分析することによって， (1) 「ふ
るまい」に関する記述，(2) 海外の図書館に関する記述，(3) 図書館に関する独立した記述
において，変化がみられることが明らかになった。  
 
キーワード：図書館マナー，礼法書，甫守謹吾，公共図書館，近代 
Keywords: Library manner, Manner book, Kingo Homori, Public library, Modern era 
 
 
1. はじめに 
「図書館では静かにする」「図書館の本は丁寧
に扱う」など，図書館にはさまざまなマナーが
ある。筆者はこれまで，近代礼法書の分析を行
うことによって，図書館マナーやその社会的受
容について研究を行ってきた。 
「近代礼法書にみる図書館のマナー」1では，
明治元年から昭和 20 年に日本国内で出版され
た礼儀作法に関する著作の書誌を収録した『近
代日本礼儀作法書誌事典』2に所収されている近
代礼法書を中心に，分析を行った。その結果， 
(1) 近代礼法書に図書館に関する記述がみられ
るのは国定教科書期（明治 36年から昭和 20年）
にあたる大正時代以降であること，(2) はじめ
に図書館の資料等「もの」の扱いに関する記述
がみられ，その後，図書館における「ふるまい」
に関する記述が付け加えられたこと，(3) 『礼
法要項』が昭和 16 年に刊行されて以降，図書
館は公共物のコンテクストで記述されるように
なったことなどを明らかにした。そして，大正
期の図書館数の増加に伴って，礼法書に図書館
が取り上げられるようになり，さらに礼法教育
の国家基準といわれる『礼法要項』で図書館が
とりあげられることによって，図書館において
あるべき行動の全国化や標準化が推進されるこ
とによって，図書館に関するマナーが形成され
ていったものと結論付けた。 
また，「近代における図書館に関するマナーの
受容：礼法教育からのアプローチ」3では，図書
館マナーの社会的受容について考察を行うこと
を目的として，近代礼法書における図書館に関
する記述内容の分析を行った。対象とした礼法
書は，「近代礼法書にみる図書館のマナー」と同
様である。その結果，近代礼法書において，図
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書館が単独で取り上げられるのは昭和以降のこ
とであり，図書館に関する共通記述は 12種みら
れることが明らかになった。 
図書館に備え付けられている「もの」に関す
る記述については，以下の 6種であった。 
① 図書を丁寧に取扱うこと 
② 図書に書き入れをしないこと 
③ 図書を切り取らないこと 
④ 図書を紛失しないこと 
⑤ 指を舐めて図書の頁を繰らないこと 
⑥ 利用した辞書・雑誌は元の場所に戻すこ
と  
一方，図書館における「ふるまい」に関する記
述については，以下の 6種であった。 
① 図書館内で音読をしないこと 
② 図書館内で談話をしないこと 
③ 図書館内で大きな足音をたてないこと 
④ 図書館内では静粛を保つこと（音読，談
話，足音の禁止以外） 
⑤ 閲覧室ではむやみに席を替わらないこと 
⑥ 図書館の規則や係員の指示に従うこと 
「もの」に関する記述のほとんどが図書に関
するものであり，特に「図書を丁寧に扱うこと」
という記述は全ての対象礼法書にみられた。「ふ
るまい」に関する記述で最も多かったのは静粛
であり，なかでも「図書館内で音読をしないこ
と」は多くの礼法書で取り上げられていた。先
行研究において，明治期より図書館規則によっ
て音読禁止条項が普及し，大正から昭和初期に
かけて衰退する傾向にあったことが明らかにさ
れているが4，本稿では礼法教育によって「規則」
から「マナー」へと変容した可能性を指摘する
ことができた。 
他方，これらの研究から，図書館に関する記
述がみられる近代礼法書において，甫守謹吾の
編著書が量において顕著であり，図書館に関す
る記述の初出についても甫守謹吾による『国民
作法要義』5にみられることが明らかになった。
しかしこれまでの研究では，甫守謹吾およびそ
の著作に対する考察を充分に行うことができな
かった。よって本論文は，図書館に関する記述
がみられる甫守謹吾による礼法書を分析するこ
とによって，甫守が礼法書を通じて図書館マナ
ー教育に果たした役割について考察することを
目的とする。また，甫守による礼法書における
図書館に関する記述の変化を明らかにする。 
 
2．甫守謹吾と礼法教育 
 本章では，本論文でとりあげる甫守謹吾と礼
法教育のかかわりについて述べる。 
甫守は，「礼法書のブックメーカー」6と呼ば
れるように，明治末期から数多くの礼法書を著
している。例えば，明治元年から昭和 20 年に
出版された礼法書の書誌事項等を収録した『近
代日本礼儀作法書誌事典』7に所収されている礼
法書 401タイトルのうち，甫守による編著書は
20タイトルである。これは，全所収タイトルの
約 5パーセントにあたり，このように多くの礼
法書を編著した者は近代において，他に類をみ
ない。 
 しかし，甫守がどのような人物であったのか
については，明らかにされていることが多くな
い8。昭和 3年版の『大衆人事録』9を底本とす
る『大正人名辞典』10には，明治 16年に東京高
等師範学校師範学科取調科を卒業し，大妻技芸
学校，常磐女学校，大妻高等女学校の顧問兼講
師，東京女子商業学校長を歴任したという記述
がみられる。さらに，『大正人名辞典』11を底本
とする『大正人名辞典』には，彦根高女校長，
名古屋高女校長を務めていたとあり，複数の教
育機関において女子教育に携わっていたことが
わかる。 
また，明治 38年の日本橋女学校開校当時に
教頭をつとめ12，明治 41 年には女子教育専門
の東京市視学となっている13。視学とは，学事
の視察や教育指導を行う当時の地方教育行政
官であり，市・郡・府県にそれぞれ配置されて
いた。昭和 2年に発行された甫守謹吾著『結婚
の志をり』14の序文15に，「著者〔甫守謹吾〕は
数年前から南光社発行の教材集録作法の部を
担当し，男女に関する国民的作法の心得を数十
回に亘つて講述を続けてゐます（〔 〕内は著
者による補足）」とあるように，礼法教育にお
いて重要な役割を果たしていたことがうかが
える。 
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表 1 図書館に関する記述がみられる近代礼法書 
編著者 書名 出版者 出版年
1 甫守謹吾 國民作法要義 金港堂書籍 大正5年6月
2 甫守謹吾 圖説女子作法要義 金港堂書籍 大正6年4月
3 甫守謹吾 現代の作法 南光社 昭和2年7月
4 甫守謹吾 女子新作法 金港堂書籍 昭和3年4月
5 相島龜三郎 現代國民作法精義 東洋圖書 昭和5年5月
6 春日賢一 現代國民禮法 目黒書店 昭和5年10月
7 東京府教育研究會 小學校作法教授要項 東京府教育研究會 昭和5年11月
8 東京作法研究會 尋常小學作法書（第五學年用） 文教書院 昭和6年5月
9 東京作法研究會 尋常小學作法書（第四學年用） 文教書院 昭和6年5月
10 甫守謹吾著 新作法要義 金港堂書籍 昭和6年8月
11
社団法人東京府立師
範同窓會
小學作書；尋常科用第六學年 巧藝社 昭和8年3月
12 佐保会 新作法書 至誠堂 昭和9年3月
13 高等女學校長協會 作法要項筆記帖 高等女學校長協會版部 昭和10年3月
14 作法教育研究會 お作法の栞 東京光原社 昭和11年1月
15 齋田コト 作法指導細目；尋常五，六年用 岡本正一 昭和11年7月
16 甫守謹吾 現代女子實用作法 金港堂書籍 昭和11年11月
17 作法教育研究會 各府縣教育會撰定小學作法公民作法 帝國教育會出版部 昭和12年2月
18 作法教育研究會
福島縣教育會撰定小學作法書（公民作
法）；尋常科用第四學年
帝國教育會出版部 昭和12年3月
19 金澤市教育會 高等小學作法書 金井基祐 昭和12年4月
20 作法教育研究會
福島縣教育會撰定小學作法書（公民作
法）；尋常科用第三學年
帝國教育會出版部 昭和13年3月
21 甫守謹吾 間違つた作法・間違い易い作法 啓文社 昭和13年3月
22 甫守謹吾 少年少女新作法讀本 生地優喜 昭和13年5月
23 作法教育研究會 小學作法；尋常科第三學年 大橋貞雄 昭和14年3月
24 吉本半二 市民禮法讀本 吉本半二 昭和14年3月
25 南雲ハツヨ 現代常識作法と挨拶の仕方 岡村庄兵衛 昭和14年3月
26 作法教育研究會 滋賀縣教育會撰定公民作法 帝國教育會出版部 昭和15年4月
27 國民禮法調査會 國民新儀禮に據る現代女子禮法 吉田研一 昭和16年3月
28 大江スミ・久米茂 女子禮法 中川豊三郎 昭和16年3月
29 禮法教育研究會
教育會撰定書コドモノシツケ国民禮法；
初等科第四學年
帝國教育會出版部 昭和16年4月
30
東洋圖書株式合資會
社編輯部
禮法要項要義 東洋圖書株式合資會社 昭和16年5月
31 禮法研究會 禮法要項解説 帝國地方行政學會発行 昭和16年6月
32 留守信綱 新体制下に於ける日常礼法作法全書 小泉準一 昭和16年8月
33 戸川幸夫 昭和の禮法 興亞日本社 昭和16年8月
34 甫守謹吾 新制現代女子禮法 金港堂書籍 昭和16年9月
35 皇國禮法研究会 皇國女子禮法 開隆堂 昭和16年10月
36 清水福市 禮法精義 永田與三郎 昭和16年12月
37 佐藤政雄 皇民禮法精典 軍事教育社 昭和17年1月
38 櫻井役 禮法讀本』 岡本政治， 昭和17年4月
39 坂本猛猪 図解一般禮法講話 荻原一男 昭和17年11月
40 松田弘毅 國民禮法日常の挨拶 木村茂市郎 昭和17年12月
41 茂手木みさを 新しい女子禮法の手引』 畑米吉 昭和18年3月
42 川島次郎 實踐女子國民禮法 中村時之助 昭和18年3月  
 
山根は，甫守謹吾を「東京女子高等師範
学校（現在のお茶の水大学 ＜ママ＞ ）の
礼法の教授」16としているが，東京女子高
等師範学校の史料から，甫守謹吾の在籍を
確認することはできない。その配偶者であ
るふみ（旧姓は尾身）が，明治 39 年から
大正 13 年まで東京女子高等師範学校の教
諭を務めていたことと混同されたものと
考えられる。 
甫守ふみについては，『桜蔭会史』に下
4 
 
記のような記述がみられる。 
甫守ふみ 旧（尾身） 
明治二十六年高等師範科卒業，京都，奈
良，福岡，岐阜府立県立の高女教諭を経
て同三十九年―大正十二年母校附属高女
に，大正十三年―昭和八年第六臨教養成
所に各教諭及教授（特任待遇）として奉
職し爾後千代田女子専門，大妻技芸学校，
青山学院女子専門部講師となり教職に携
はること約五十年（小学校通算）従四位
勲四等である。著書に現代家事上下二巻，
実用家事上下二巻，新世帯入門等がある。
…（中略）…明治三十年甫守謹吾氏（元
高女校長，元東京視学等，現在は東京高
等家政女学校長其他名誉職兼任従七位）
と結婚一子を挙ぐ，先妻の子１人あった
が歿した17。…（以下略） 
夫婦ともに，女子教育に長らく携わっていた
ことがわかる。また，『女子高等師範学校一覧』
からは，ふみが「修身，国語，家事」などを
教えていたとある。推測の域をでるものでは
ないが，甫守謹吾の配偶者であるふみも礼法
教育に携わっていた可能性もあろう。 
 なお，「甫守」のよみについては，「はじめ
もり」としている文献もあるが18，(1) 前出の
複数の人名辞典の「ホ」の部に掲載されてい
ること，(2) 国立国会図書館の蔵書検索シス
テムであるNDL-OPACの個人著者標目のよ
みが「ホモリ」となっているところから，本
論文では「ほもり」としている。 
 
3．図書館に関する記述がみられる甫守に
よる礼法書 
本論文では，これまでの研究と同様に，『近
代日本礼儀作法書誌事典』19に所収されている
近代礼法書のうち，図書館に関する記述がみ
られる 34タイトルに，後の調査で図書館に関
する記述の記載が明らかになった 8 タイトル
を加えた計 42の礼法書を分析の対象とする。 
表 1 は分析の対象とする礼法書の書誌事項
の一覧である。編著書のタイトル数に着目す
ると，最も多いのが甫守謹吾の 9 タイトル，
次いで，作法教育研究會の 6 タイトル，東京
作法研究會の 2 タイトルとなっており，他に
複数の編著書を持つ者はみられない。甫守に
よる著作は，実に 21パーセントを占めており，
量的にぬきんでていることがわかる。 
次に，出版の時期に着目したい。図 1は，図
書館に関する記述がみられる礼法書を甫守に
よる著作とそれ以外に分け，それぞれの出版
年毎の出版タイトル数を時系列にあらわす棒
グラフに，公共図書館数の増加をあらわす線
グラフを重ねたものである。 
 甫守によって初めて礼法書に図書館がとり
あげられた大正 5年は，日本において初めて
公共図書館数が1,000を上回った年である20。
その後，図書館に関する記述がみられる礼法
書は，大正 6年，昭和 2年，昭和 3年と出版 
 
図 2 図書館に関する記述がみられる礼法書の出版タイトル数と公共図書館数の推移 
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されているが，いずれも甫守による著作であ
り，その他の編著者によるものはみられない。
甫守の著作以外で図書館に関する記述がみら
れるのは昭和 5年以降のことであり，甫守が
初めて礼法書に図書館をとりあげてから 15
年後のことである。 
なお，昭和 16 年は出版タイトル数が突出
しているが，同年に発表された『礼法要項』
が影響しているものと考えることができる。
礼法教育の国家基準といわれる『礼法要項』
では，図書館が公共物として取り上げられて
おり，これを手本とした礼法書や解説書が数
多く発行されたからである。 
このように，甫守は図書館に関する記述が
みられる礼法書を多く輩出しただけでなく，
最も早く礼法書に図書館をとりあげた人物で
ある。小笠原清信が「マナーの根源は礼法に
ある」21と述べているように，日本における
マナー形成について考える上で，礼法への着
目は不可欠である。礼法書は，礼法を教育し，
あるいは習熟するためのツールである。よっ
て，礼法書にもっとも早く図書館をとりあげ，
図書館に関する記述がみられる礼法書を多く
編著した甫守は，図書館マナーの教育，ひい
ては普及に大きな役割を果たしたものと考え
られる。 
 
4．甫守による礼法書の図書館に関する記
述の変遷 
 図書館に関する記述がみられる甫守による
礼法書は下記 9タイトルである。 
(1)『國民作法要義』金港堂書籍，大正 5年 
(2)『圖説女子作法要義』金港堂書籍，大正 6年 
(3)『現代の作法』南光社，昭和 2年 
(4)『女子新作法』金港堂書籍，昭和 3年 
(5)『新作法要義』金港堂書籍，昭和 6年 
(6)『現代女子實用作法』金港堂書籍，昭和 11 
年  
(7)『間違つた作法・間違い易い作法』啓文社，
昭和 13年 
(8)『少年少女新作法讀本』生地優喜，昭和 13
年  
(9)『新制現代女子禮法』金港堂書籍，昭和 16
年  
 本章では，これらの大正 5年から昭和 16年
にわたる 9 著作を対象として，図書館に関す
る記述の変化を分析する。 
 
4.1 「もの」限定の記述 
 すでに述べたように，大正 5年の『國民作
法要義』は，図書館に関する記述が新出した
礼法書である。同書は，文部省による師範学
校および中学校の作法教授要項にもとづいて
執筆された。「図書館」という言葉は，第 2章
「居常の心得」の中の「官衙・學校・圖書館
等の器具・圖書等の取扱方」にみられるが，
極めて簡略な記述である。 
官衙，學校，圖書館等の器具，圖書等は
殊に丁寧に取扱ひ，破損せざるやうに注
意を拂ふべし22 
図書館は，役所や学校と並列的に扱われてい
る。図書館における「ふるまい」に関する言
及はみられず，「器具，圖書等は殊に丁寧に取
扱ひ，破損せざるやう」とあるように，「もの」
の扱いに関する記述にとどまっている。また，
図 2 のように図書館における読書の挿絵が付
されている。閲覧机は大机であり，対面に目
隠しパネルが設置されている。 
 『國民作法要義』が出版された翌年の大正 6
年に，姉妹編として『圖説女子作法要義』23が
出版された。『國民作法要義』が「青年男子」 
 
 
図 2 『国民作法要義』における図書館の挿絵 
甫守謹吾著『國民作法要義』金港堂書籍，大正 5年 6
月，p.32 
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を中心として叙述されているのに対し，『圖説
女子作法要義』については「妙齢の女生徒と
令嬢」を中心として解説されているが，その
内容に大きな違いはない24。 
『圖説女子作法要義』における図書館に関
する記述は，『國民作法要義』におけるそれと
全く同じものであり，性別による差異はみら
れない。異なるのは唯一，挿絵のみである。
図 2のように『國民作法要義』の挿絵は，図
書館の利用者が男性であるのに対し，図 3の
ように『圖説女子作法要義』では女性になっ
ている。 
なお，『國民作法要義』『圖説女子作法要義』
はともに，「版を重ねること数十回」25とさ
れており，広く活用されたことが推察できる。 
 
 
図 3 『圖説女子作法要義』における図書館の挿絵 
甫守謹吾著『圖説女子作法要義』金港堂書籍，大正
6年 4月，p.32 
 
4.2 海外の紹介を主とした記述 
昭和に入ると，図書館に係る記述が大きく
変化してくる。昭和 2年の『現代の作法』で
は，図書館に関して「公衆作法に関する心得」
の章に，下記のような記述がみられる。 
 外國に於て圖書館の設けは都會にも
田舎にも實によく行渡つて，人民は貴
賤・男女を問はず暇ある時は圖書館に入
つて圖書を閲覽することが一の娯樂の
如くになつてゐます。而して其の圖書館
は何れも殆ど開け放しの姿でございま
すが，閲覽者は自ら圖書を取出して閲覽
室の一定の卓子に倚つて自由にこれを
閲覽し，最後に元の書函に納めて置くの
でございます。毎日小圖書館ならば幾百
人，大圖書館ならば幾千人の閲覽者が入
り代り，立ち代り，其の出入は誠に頻繁
でございます。しかるに圖書の紛失・破
損等が極めて尠ないのでございます。の
みならず閲覽者が音讀して他人の妨害
をなすことも無く，又室内の出入にも足
音を立てる者もないのでございます。從
つて館内に管理人はあつても嚴重な見
張をする必要はないのでございます26。 
（下線は著者による） 
「外国」の図書館で，閲覧者が閲覧室でどの
ようにふるまうかを記すことによって，図書
館における礼儀があらわされている。「公衆作
法が成熟した欧米」との対比により日本にお
ける公衆作法の未成熟さを浮き彫りにするこ
とによって，公衆作法の改善が説かれている。
また，図書館単独の記述となっているところ
や，「もの」だけではなく「ふるまい」に関す
る記述がみられるところも大正期の著作と異
なるところである。 
翌昭和 3年に発行された女子を対象とした
『女子新作法』においても図書館に関する記
述は「公衆作法に関する心得」の章にみられ
る。簡略化されているが，その内容は『現代
の作法』とほぼ同じである。 
歐米人が圖書館・博物館等に於ける態
度の立派なことは，實に驚嘆に値する程
であります。 
 尚，歐米には至る所に圖書館が行渡つ
てゐて，皆暇さへあれば書籍を閲覽して
樂み，其の出納に就いても，閲覽者各自
に任せて居るやうな有様でありますけ
れども，圖書の紛失・破損等は至つて尠
ないのであります。のみならず，音讀し
て他人の妨害をする等のこと絶えてな
く，至極靜肅であるのは感ずべき事であ
ります27。 
 昭和 6年の『新作法要義』は，大正 5年の
『國民作法要義』および大正 6年の『圖説女
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子作法要義』の改訂版として執筆されたもの
である28。同書における図書館に関する記述
は，『現代の作法』とほぼ同じであるが，下記
の記述が追加されている。 
 我が國では圖書館に這入つて音讀し
たり，其の圖書を汚損したり，甚だしき
に至つては，精密な圖表及び挿繪を切り
取つたり，其の圖書の紛失することさへ
あるのは，彼の歐米人に對して慚愧に堪
へない次第であります29。 
（下線は著者による） 
 図書館の図書について，汚損や紛失に加え，
図表や挿絵の切り取りについて言及されてお
り，昭和初期より資料の切り取りに悩まされ
ていた様子がうかがえる。 
 
4.3 海外との対比による記述 
 昭和 11 年の『現代女子實用作法』では，
図書館に関して下記の記述がみられる。 
圖書館に於いては，閲覽室に出入する
際の扉の開閉及び足音を高く立てぬやう
に注意し，又音讀して他人の讀書の妨害
をするやうなことがあつてはなりません。
且つ圖書を汚損・破損せぬやうに大切に
取扱ふことが肝要であります。歐米に於
ける圖書館は，閲覽者各自が自由に圖書
を出納する制度になつて居りますが，圖
書の紛失・破損することが殆どないとい
ふことであります。此の一事を以つて見
ても歐米人には如何に公徳心が發達し，
公衆作法が普及實行されてゐるかといふ
ことが推察出來るのであります30。 
（下線は著者による） 
 「欧米」の図書館との対比が描かれている
ことについては『現代の作法』『女子新作法』
『新作法要義』と同じである。しかし，この
3著作が「外国」「欧米」の図書館の様子を中
心に記述されているのに対し，『現代女子實用
作法』では，まず，図書館ではどのようにふ
るまわなければならないか，図書館の図書は
どのように扱わなければならないかが示され
たのちに，欧米の図書館について言及されて
いる。 
 同じ構図は，昭和 13年の『間違つた作法・
間違い易い作法』の記述にもみられる。 
圖書館に於て借り受けた圖書を汚損し
たり，書入れしたり，又は圖書を閲覽の
際音讀したり，高い足音で出入するが如
きは，間違つた行爲であります。 
 圖書館は多数の人が思ひ思ひに各種
の圖書を閲覽して，研究の資料に供する
を目的とする場所でありますから，閲覽
中は終始靜肅を守り足音高く出入した
り，音讀したりする等は注意すべきであ
ります。この意味を擴張すれば頁をまく
るにも，鉛筆を削るにも總べて靜肅を破
らぬ様にすべきであります。歐米の圖書
館には如何なる人でも寸暇ある時其所
に入り圖書を閲覽して自身の職業・位置
を向上させる資料に供し，或は高尚なる
娯樂として居ます。そして多くの圖書館
は殆ど開放の姿で，閲覽者は圖書目録を
見て自由に圖書を取り出して，之を閲覽
し，読み終わつた後は再び自ら元の場所
に納め置くやうになつて居りますが，そ
の間に圖書の破損・紛失などは殆どなく，
況や出入に靴音を立てたり音讀したり
するやうな事は絶對にないと云ふこと
であります31。 
（下線は著者による） 
また同書では，図書館で静粛にしなければな
らない理由として，「圖書館は多数の人が思ひ
思ひに各種の圖書を閲覽して，研究の資料に
供するを目的とする場所」であることが明記
されている点にその特徴をみることができる。 
 同じく昭和 13年の『少年少女新作法讀本』
では，より詳細にこれまでと比べて多くの文
字数を費やして，図書館におけるふるまいが
記述されている。少し長いが，そのまま引用
する。対象が少年少女であることから，より
平易な言葉で丁寧に記述されている。 
それから是非改めたいと思ふことは，
我が國の圖書館のことであります。我が
國の圖書館に参りますと，まづカードを
調べて自分の讀みたい本を書き出し，そ
れを係員に差出します。それも本の題目
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だけで，自分がほんたうに讀みたい本だ
か，どうだかわからないのであります。
かうして，二十分か三十分たつて，やつ
と係員が本をもち出して貸してくれま
す。その時，自分の思つた通りのもので
あればよいのですが，題目を見ただけで
借りたのですから，やうやく受け取つて
開いて見ても，自分の思つたやうなもの
でないことがあります。そんな時は，又
その本を係員にかへして更にカードを
調べて借り出さねばなりません。ですか
ら，大變面倒で，時間も無駄であります。
そこで，圖書館には行きたいが借り出す
のが面倒だからと言つて行かない人も
ある位であります。それでは，折角の圖
書館もその役目を完全に果たすことが
出來ないでありませう。 
 ところが，歐米諸國の圖書館はどんな
有様でありませう。それはまことにうら
やましい位であると言ふことです。歐米
諸國では，都會にも，田舎にも實によく
行渡つて圖書館が設けられてあります。
そして，身分の高い人も，低い人も，男
子でも，女子でも，大人と言はず子供と
言はず，皆な暇さへあれば，圖書館に行
つて，圖書を讀んで勉強したり，樂しん
だりしてゐます。それに，我が國と違ひ
ますことは，何處の圖書館も殆ど開け放
しであります。そして，本を讀みたいと
思ふ者は自分でその本を選んで取り出
し，閲覧室内の一定の卓子に持つて行つ
て，其處で，自由にこれを讀むことが出
來ます。そして歸る時は，自分で元の書
函の中に納めて置くのであります。かう
した大圖書館ならば，一日幾千人と言ふ
澤山な人々が入り代り，立ち代りして圖
書を讀んで行くのであります。ところが，
決して，その圖書が紛失したり，破損し
たりなどするといふことはありません。
又，そればかりではありません。圖書館
で本を讀む人達は，勝手に音讀したり，
其のほか他人の妨害をするやうなこと
は，すべて慎み室内の出入りにも，足音
を立てる者もない位であります。 
 そんなでありましたならば，私どもは
どんなに，気持ちよく，圖書館を利用す
ることが出來るでありませう。 
 それから，何故日本の圖書館は窮屈で，
外國の圖書館は自由なのでせうか。それ
はいふまでもなく，日本人に公徳心が強
くないから，外國の様に澤山な書籍を開
け放しにしておけば，どんなに乱雜にす
るかしれないからであります。また自分
に必要な本は持つて歸る人がないとも
限らないのであります。このやうなこと
は，本來はあり得べからざることであり
ますが，今の様に嚴重にしてゐてさへも，
本の口繪が裂き取られてゐたり，大切な
ところが切り拔かれてゐたりするので
あります。それを見ると，全く，私達は，
恥かしい國民であると思ひます。これで
は，外國のやうに，自由な圖書館を私た
ちが持つのは，容易なことではありませ
ん。 
 併し，私達は，一日も早く，日本人お
互ひがもつと公徳心を養ひ，公衆作法に
熟達して，外國の様な自由な圖書館を持
つやうになりたいと心から願ひます32。 
（下線は著者による） 
これまでの礼法書の記述と異なるのは，閉架
式での利用方法や目録カードについて触れら
れている点である。 
 これについては，昭和 12年 2月 19日文部
省検査済『小學國語讀本：尋常科用 巻九』33
における「第十七 圖書館」の影響が考えら
れる。国定教科書に図書館に関する課を掲載
することは，図書館界の長年にわたる要望事
項であったが34，同教科書は，初めてこれを
実現するものであった。「第十七 圖書館」で
は，調べたいことや読みたい図書があれば図
書館に行けばよいこと，目録カードの使い方，
閉架式書庫の出納などについて学べるように
なっている。下記に，その一部を引用する。 
 今日は日曜日なので，僕は朝から図書
館へ出掛けた。其の大きな建物が見える
と，僕は暑いのも忘れて，急ぎ足になっ
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た。 
 入口で閲覧用紙をもらふ。目録室へは
いると，急に汗が流れ出した。 
 目録は，たくさんの箱にはいつたカー
ドである。皆が，それをしらべては用紙
に書入れてゐる。 
（下線は著者による） 
 
4.4 『礼法要項』に準拠した記述 
 次の図書館に関する記述の大きな変化は，
昭和 16年に発行された『新制現代女子禮法』
にみることができる。 
第五節 圖書館・博物館・展覽会・博覽
会等 
一 靜肅 是等の館内・場内では，總べ
て靜肅を保ち，他人の妨害となるやうな
言動は愼む。且つ，夫れ夫れの規定に從
ひ，眞面目な態度で觀覽・閲覽する。 
二 改札口等 …（略）… 
三  
（一）閲覽 圖書館では，閲覽に関する
規定並びに掲示に注意し，すべて係員の
指圖に從ふ。閲覽室に出入する際は，開
閉を靜かに，足音を高くたてぬやうに注
意し，又，音讀・談話等のため，他人の
讀書の妨げとならぬやうに注意する。 
（二）圖書 備付の圖書は，大切に取扱
ひ，汚損・紛失せぬやうに注意する。辭
書・新聞等，貸出手續によらぬものは，
閲覽後，必ず元の位置に整頓して置く。
又，座席は，濫りに變更してはならぬ35。 
（下線は著者による） 
まず変化のひとつとして，図書館が単独では
なく，大正期の著作と同様，他の施設・組織
と並列的に扱われていることをあげることが
できる。また，昭和期の他の著作にみられる
ような海外の図書館に関する記述が全く見ら
れない。さらに，「閲覽に関する規定並びに掲
示に注意し，すべて係員の指圖に從ふ。」や「座
席は，濫りに變更してはならぬ。」など，これ
までみられなかった記述を確認することがで
きる。 
 これらの変化については，同年に発表され
た『礼法要項』の影響であると考えることが
できよう。昭和 13 年より文部省は礼法教授
の吟味を開始し，その結果発表されたのが『礼
法要項』である。『礼法要項』は，その巻頭の
「趣旨」に記されているように，中等学校に
おける礼法教授の資料として編纂されたもの
であるが，同時に，「一般國民の日常心得べき
禮法の基準たらしめんとするもの」とされた。
礼法教育の国家基準といわれる所以である。
前篇・後篇に分けられており，前篇では日常
作法について，後篇では「皇室・國家に關す
る禮法」「家庭生活に關する禮法」「社會生活
に關する禮法」の三つの部に分けられている。 
 図書館については，「社會生活に關する禮
法」のうち，「公共物」の章で下記のように述
べられている。 
第二十章 公共物 
一. すべて公共物はこれを愛重し，公衆
の福利を全からしめるやうにする。 
二. 博物館・美術館・陳列館等ではそれ
ぞれの規定に從ひ，靜肅かつ眞面目に
觀覽する。館内では特に言動を愼み，
輕卒な行のないやうにする。 
三. 圖書館では，閲覧に關する規定・掲
示に注意し，すべて掛員の指示に從ふ。 
四 . 圖書館の書籍は大切に取扱ひ，汚
損・紛失等のないやうにする。辭書・
新聞の如く貸出手續によらないものは，
閲覽後必ず元の位置に整頓しておく。
館内では音讀，談話を愼み，高い足音
や物音をたてないやうにする。又濫り
に閲覽の席を變更しない 。  
（下線は著者による） 
「公共物」の章で記述されているのは図書館
や図書館所蔵の資料のほか，博物館・美術館・
陳列館等，公衆電話に関してである。また，
「圖書館では，閲覧に關する規定・掲示に注
意し，すべて掛員の指示に從ふ。」や「濫りに
閲覽の席を變更しない 。」など，『新制現代女
子禮法』において初めて追加された項目がみ
られる。 
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4.5 図書館に関する記述の変化 
 以上，本章では甫守による礼法書の図書館
に関する記述の変化について明らかにした。
以下，これらの変化について 3点にまとめる。 
(1) 大正期の著作 2点については「もの」に
関する記述に限定されており，「ふるま
い」に関する記述がみられるのは昭和期
の著作である。 
(2) 海外の図書館に関する記述は，大正期に
はみられないが，昭和期にみられるよう
になる。昭和期においても，昭和 6年の
『新作法要義』までは海外の図書館に関
する記述が主であるが，昭和 11年の『現
代女子實用作法』以上は従となる。また，
昭和 16年の『礼法要項』以降は海外の図
書館に関する記述はみられなくなる。 
(3) 大正期の記述において図書館は，図書館
以外の施設・組織と並列的に扱われてい
たが，昭和期に入ると独立して扱われる
ようになる。しかし，『礼法要項』以降，
ふたたび図書館以外の施設・組織と並列
的に扱われるようになる。 
 
5．さいごに 
 以上，甫守謹吾が礼法書を通じて図書館マ
ナー教育に果たした役割を明らかにすること
を目的として，甫守による礼法書を分析する
とともに，甫守による礼法書の図書館に関す
る記述の変化を明らかにした。 
 第 2章では，甫守が配偶者ふみとともに長
期にわたって女子教育に携わったこと，礼法
教育において重要な役割を果たしたことにつ
いて述べた。 
 第 3章では，図書館に関する記述がみられ
る甫守による礼法書を分析した結果，全 42
タイトルのうち，甫守の著作は 9タイトルで
あった。これは全タイトルの実に 21 パーセ
ントにあたり，量において他に類をみない。
また，近代礼法書における図書館に関する記
述の初出は，甫守による大正 5年の『國民作
法要義』である。同年は，公共図書館数が初
めて千を上回った年であり，以降，公共図書
館数は急激に増加している。大正 5 年以降，
甫守の著作以外で図書館に関する記述がある
礼法書が発行されるのは昭和 5年であること
からも，甫守の先見性を指摘することができ
る。 
礼法書は，礼法及びマナーを教育し，ある
いは習熟するためのツールである。よって，
図書館に関する記述のある礼法書を多く編著
しただけでなく，礼法書にもっとも早く図書
館をとりあげた甫守は，量的・先見的双方に
おいて，礼法書を通じた図書館マナーの教育，
ひいては普及に大きな役割を果たしたものと
考えられる。 
 第 4章では，甫守による礼法書の図書館に
関する記述の変化について明らかにした。こ
れらの変化については，(1) 「もの」だけで
なく，「ふるまい」に関する記述がみられるの
は昭和期以降であること，(2) 海外の図書館
に関する記述については，昭和期に入って初
めてみられるが，昭和 16年の『礼法要項』
以降は再びみられなくなること，(3) 図書館
が独立して記述されるのは昭和期以降のこと
であるが，『礼法要項』以降，ふたたび図書館
以外の施設・組織と並列的に扱われるように
なったことの 3点に集約することができる。 
 本論文では，甫守がいち早く図書館に着目
した理由， 甫守による図書館の記述の変化が
大正期から昭和期の変わり目に起こった要因
について明らかにすることができなかった。
今後も図書館マナーの歴史について研究を継
続したい。 
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